
「ソ
連
圏
内の
政治
危
機で、
ゴ
ルバ
チョ
フ
大

統
領の
来日は
無理だろ
う」「た
とえ
来日
して
も

現在のゴ
ルバ
チョ
フ
大
統
領に
日ソ
関
係の
打
開

がで
きる
のか」
といっ
た
観測が、
日
本国
内で

はこ
の
とこ
ろ
しき
りで
あっ
た。
しか
し、
去る

三
月
十七
日に
行われ
たソ
連の
連
邦国
家
体
制
維

持を
問
う
国民
投
票で
当面の
信
任を
得たゴ
ルバ

チョ
フ
大
統領は、
こ
の
四
月
中
句に
予
定通
り
来

日
する
可
能
性が一
段と
浪く
なっ
て
き
た。

ソ
連に
とっ
て
は、
経
済の
不
握、
科
学技
術の

立
ち
遅れ
といっ
た
圏
内事
情が
深
刻で
あれば
あ

る
程、
日ソ
関
係の
打
開が
差し
迫っ
て
必
要なの

で
あ
り、
む
し
ろゴ
ルバ
チョ
フ
訪日を
関
係
改
善

の
チャ
ン
ス
と
して、
全国
民
規
模で
後
押しする

の
で
は
なか
ろ
うか。
そ
れ
だけに、
ゴ
ルバ
チョ

フ
大
統
領の
訪日がソ
連に
とっ
て
不
満
足な
結
果

に
な
らない
よ
う、
ま
た
日
本国
民の
期
待を
裏切

っ
てゴ
ルバ
チョ
フ
大
統
領が
後ろ
指を
指さ
れる

．
こ
とに
な
らない
よ
う、
周
到な
外
交
戦
略と
対日

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
来
日
に
備
え
よ 布陣を

備え
てやっ
て
く
るこ
とは
間
違い
ない。

日ソ
関
係の
打
開とい
えば、
北
方
領土
問題が

焦
点だとい
うこ
と
は、
ソ
連
側も
十
分承
知して

い
る
の
だか
ら、
領土
問題
解
決へ
の
ソ
連
側提案

を含む
多面
的かつ
グロ
ーバ
ル
な
外
交
政
策を
用

意して
く
るで
あろ
うこ
と
もほ
ぼ
推
測で
きる。

た
と
えば、
北太
平
洋
地
威で
の
軍
縮、
アジ
ア
太

平
洋
地
域で
の
安
全保
障シス
テム
の
形
成、
環日

本海
経済
圏
構
想、
そ
し
て
，
アジ
ア
共
通の
家e

構
築など
も、
日ソ
関
係で
の
ソ
連
側の
過去の
過

ち
（シベ
リア
抑
留
問題など）
へ
の
言
及と
と
も

に、
ゴ
ルバ
チョ
フ
提案に
含ま
れ
る
可
能
性が
大

きい。
北
方
領土
問題で
は、
日ソ
共
同
宣
言（一

九五
六
年）
に
基づ
く二
島返還を一
気に
提
案し

て
く
るか
も
しれ
ない。
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そ
の
よ
うな
多元
的な
外
交政策に
対して、
日

本
側が
問
題をもっ
ぱ
ら四
北
方
領土一
括返還に

限
定して
対応する
な
ら
ば、
民族
問題や
連邦問

題が
深
刻に
なっ
てい
る
今日の
ソ
連で、
北方
領

土で
の
全面譲
歩は
と
うてい
無理だろ
うとい
う

ある
種の
国際的コ
ン
セン
サス
のま
えで、
日
本

側が
自ら
首を絞め
るこ
とに
も
な
りか
ね
ない。

ソ
連は
当面、
連
邦制
維
持をつ
づ
けるで
あろ

うが、
将来はむしろ
連邦制
解
体へ
と
動い
てゆ

くで
あろ
う。
北方
領土を
管轄するロ
シ
ア
共和

国が
改
革派のエ
リツィ
ン
議長を
大
統
領に
立て

て
連
邦と
対立してゆ
くか
も
しれ
ない。
だが、エ

リツィ
ン
議長はい
わばポピュ
リス
ト
的
大衆
政

治家で
あり、
領土
問題で
はゴ
ルバ
チョ
フ
大
統

領以上に
保守
的とい
うよ
りは
国
粋派だとい
え

よ
う。
こ
の点で
は、
国際政治の
現
場を
踏んで

い
るゴ
ルバ
チョ
フ
大
統
領の
方がは
るかに
国際

派だと
思われる
だけに、
日
本
側は
当面のゴ
ル

バ
チョ
フ
来日に
真
剣に
備えるべ
きで
ある。
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